
社会文教委員会
期日:平成 27年 3月 10・11日 9:00

場所 :第一委員会室

1 開 会

2 委 員長挨拶

3 理 事者挨拶

4 議 案審査

(1)議案第 15号 「飯田市障害者地域生活支援事業及び障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律の施行に関する条例の
一
部を改正する条例の制定につ

ぃマr」

(2)議案第 16号 「飯田市保育所設置条例の一部を改正する条例の制定について」

(3)議案第 17号 「飯田市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」

(4)議案第 68号 「平成 27年度飯田市介護保険特別会計予算 (案)」   【 予算書85頁】

(5)議案第 18号 「飯田市福祉医療費給付金条例の
一
部を改正する条例の制定について」

(6)議案第 19号 「飯田市病院等料金条例の
一部を改正する条例の制定について」

(7)議案第 21号 「学校給食共同調理場設置条例の
一部を改正する条例の制定について」

(8)議案第 22号 「菱田春草生誕地公園条例の制定について」 【補足資料】

(9)議案第 51号 「公の施設の指定管理者の指定について (飯田市営市民プ
ール及び飯田

運動公園プール)」

(10)議案第 52号 「公の施設の指定管理者の指定について (飯田市人形浄昭璃施設)」

(11)議案第 54号

「平成 26年度飯田市一般会計補正予算 (第8号 )案 のうち当委員会付託分」

【別紙付託表1】

(12)議案第 55号 「平成 26年度飯田市国民健康保険特別会計補正予算 (第5号 )案 」
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(17)議案第 66号

(18)議案第 67号

(19)議案第 74号

(20)議案第 76号

(13)議案第 56号 「平成 26年度飯田市後期高齢者医療特別会計補正予算 (第1号 )案 」

(14)議案第 57号 「平成 26年度飯田市介護保険特別会計補正予算 (第2号 )案 」

(15)議案第 62号 「平成 26年度飯田市病院事業会計補正予算 (第3号 )案 」

(16)議案第 65号 「平成 27年度飯田市一般会計予算 (案)の うち当委員会付託分」
【別紙付託表2】

【補足資料】

「平成 27年度飯田市国民健康保険特別会計予算 (案)」 【予算書3頁】

「平成 27年度飯田市後期高齢者医療特別会計予算 (案)」【予算書63頁】

「平成 27年度飯田市介護老人保健施設事業特別会計予算 (案)」
【予算書277頁】

【予算書317頁】

【補足資料】

「平成 27年度飯田市病院事業会計予算 (案)」

(21)議案第 81号 「飯田市デイサー ビスセンター条例の
一
部を改正する条例の制定につい

承ご」

(22)議案第 82号 「飯田市指定地域密着型サー ビスの事業の人員、設備及び運営の基準に

関する条例の
一
部を改正する条例の制定について」

(23)議案第 83号 「飯田市指定地域密着型介護予防サー ビスの事業の人員、設備及び運営
の基準に関する条例の

一
部を改正する条例の制定について」

(24)議案第 84号 「飯田市指定介護予防支援等の事業に係る人員、運営及び介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の
一
部を改正する条例の制定に

ついて」

(25)議案第 85号 「飯田市立病院介護老人保健施設条例の
一
部を改正する条例の制定につ

いて」

5 所 管事務調査の報告について

6 閉 会
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議案第54号 平 成26年度飯田市一般会計補正予算 (第8号 )案
付 託 表  |

【社会文教委員会】
1

ミ熱華 環
一轟 韻 養

国庫負担金‐ １

　

一

13 国 庫支出金

日庫補助金|?

3 民 生費国庫負担金

キ4 衛 生費国庫負担金

10~知 魏
~I 14二

4 県 支出金

3 民 生費県負担金

4 衛 生費県負担金

0 教 育費委託金

6 寄 附金 1 寄 附金
3 民 生費寄附金 18

0 教 育費寄附金 18

9 諸 収入 4 受 託事業収入
3 民 生費受託事業収入 20

0 教 育費受託事業収入 20

繰越明許費関係分



議案第65号 平 成27年度飯田市一般会計予算 (案)
付 託 表  2

【社会文教委員会】
1 歳入

款■十■■■|■ ‐|‐■■1項■■|:|‐■ 自|■■■■十■■十■ 1議1実質|
3 民生費負担金 |

ワ

０

11 分 担金及び負担金  2 負 担金 1 4 衛生費負担金 1  26

10 教育費負担金 ２６
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10

3

10
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一
４８

委託金
民生費委託金 (福祉課分)

教育費委託金

県負担金
3

4

民生費県負担金

衛生費県負担金 1  52

3 民 生費県補助金 52
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一
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一
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1 1 0  教 育替県

3 民 生脅委託

10 教 育費委託金

1 5  財 産収入

16 寄 附金 卜

侍

‐

寄附金

貸付金元利収入
13 民 生費貸付金元利収入 70

7210 教 育費貸付金元利収入
19 諸 収入

受託事業収入

1 5  雑 入

衛生使用料 (保健課分)

教育使用料

民生費国庫負担金
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費国庫補助金 (保健課分)

1 財 産運用収入 1

10

財産貸付収入

教育費寄附金

(福祉課、学校教育課分)

3 民 生費受託事業収入

10 教育費受託事業収入

1 社 会福祉費
男女共同参画課分及び市民 1 166

2

3

1

児童福祉費

生活保護費

民生費

衛生費 保健課分

1 教 育総務費

10 教 育費
4 幼 稚園費

5 社 会教育費

6 保 健体育費

3債 務負担行為関係分



所管事務調査報告書

調査研究テーマ 1買い物困難者、ごみ出し困難者への支援について

テーマ設定の

背景

調査研究の経
過'結果

平成24年度議会報告会において、[買い物困難者対策」や 「集積所まで遠いと
いった高齢者のごみ出し困難者への対策」への充実を求める意見が出され、委員会
としても引き続いて検討することとした。
なお、平成24・25年度も同じテーマにて社会委員会では、調査研究を実施 してい

る。

ないなどの理由で自身で買い物ができない

|イ 乗 り合いタクシーの利便性向上や商品の宅配、店舗への送迎などを求める声も

|ある

|テ
)浮
蕃害啓奮暫督瞥で督唇雪瞥魯余掌だ石ぞ京密場き岳扇言察舌亀労1審沓奮蘇晏に

18禄碧督客景景合

宿客俗熱鳥率きない状況が生じた場合、福祉的観点からの収集運

|ヱ
 ご多盆行源爆啓奮憂曇ネ富な貫貧多

出しやすいとの声もある。

|〔取組経過〕
平成25年7月 2日 県 外先進地視察の実施

(岡山県和気町の買い物弱者支援事業について)
26年2月 13日 社 会文教委員会協議会勉強会

(NPO法人生活応援ネントスキップ、龍江福祉委員会の

代表者とごみ出し困難者対策について意見交換)
26年2月 24日 所 管部課長との意見交換

(ごみ収集時間等について)
26年4月 15日 所 管部課長との意見交換

(高齢者のごみ出し困難者対策
及び買い物弱者対策について)

26年4月 18日 社 会文教委員会協議会勉強会の開催
(高齢者のごみ出し困難者対策について意見交換)

26年5月 26日

26年 7月 23日

26年8月 4日

26年12月11日

社会文教委員会協議会勉強会の開催
(高齢者のごみ出し困難者対策について)
社会文教委員会の開催 (関連事業の前年度実績評価)
社会文教委員会協議会の開催
(関連事業の前年度実績評価)
社会文教委員会協議会の開催
(高齢者のごみ出し困難者対策について ・市から報告)

〔調査研究結果〕
NPO法人、まちづくり委員会等と意見交換を行うなかで、課題を整理した。
市側からも実態を聞き、また、委員会として検討を行つた。

社会文教委員会



所管事務調査報告書

(1)買い物弱者対策
|ア 現 況では、居住する地域から商店等がなくなることへの不安と戸惑いが、その
‐要因にあると思われるが、民間での様々な事業展開が図られていることも踏まえ、
状況により、市民の声を聞きながら対応をする。
|イ 委 員会としては、民間での事業展開の推移を見守りたいと結論づけたD

(2)高齢者のごみ出し困難者対策
‐ア 市 においても関係する5部署で協議したが、市の協議結果が高齢者のごみ出し

1困難者対策としては、一部満足できるものではなかった。
|イ 再 度、市へ検討を依頼。ごみ出し困難者対策として、廃掃法 (廃棄物の処理及

|び清掃に関する法律)の 運用方法の検討にまで至ったが実施は困難と委員会として

1督課野き稜モ巽鐘曾t毒畠と罷準督普智繰寧患香緊暫たゑi卒督蓋暮済桑塗揺墓脅
|として所管にて研究を深められたいと結論づけた。

|と いう全市統
一のルールを、個別の事情

或住民の皆さんによる適正な管理体制への

と市の回答については、委員会として F解

つ
乙



所管事務調査報告書

調査研究テーマ 子どもを育てるには

テーマ設定の

背景

平成25年度の議会報告会分科会でテーマとしたが、
改めて、 「子どもたちが、生まれた地域を愛 し、やがて地域の担い手となる人材に
育っていくことを願って、地域の特性を活かしながら学校と

一
緒になって取 り組ん

でいくための 「地域づくり '人づくり」を、どのように進めていくことが求められ
るか」を目的に調査研究した。

〔課題整理〕
(1)飯田市小 ・中連携一貫教育を、どのように推進しているか
(2)家庭の役割をどうとらえるか
(3)子どもと地域と、どのようにしてつながりを求めていくか

〔取組経過〕
平成25年7月 1日 県 外先進地視察の実施

(広島県呉市の小中一貫教育の取り組みについて)
25年10月7～ 15日 議 会報告会開催

(分科会テーマ 「地域で子ども育てるには」)
26年2月 13日 社 会文教委員会協議会勉強会の開催

26年 4月 22日

(小中連携 ・一貫教育の実施状況について)
市内現地視察の実施
(竜丘小学校における実践状況について)
県外先進地視察の実施
(茨城県つくば市の小中一貫教育の取り組みについて)
社会文教委員会の開催 (関連事業の前年度実績評価)
社会文教委員会協議会の開催
(関連事業の前年度実績評価)
関連事業に対して市へ提言
飯田市公民館長会との合同研修会の実施
(川路小学校における実践状況の研究及び意見交換)
社会文教委員会協議会勉強会の開催
社会文教委員会協議会の開催
社会文教委員会協議会の開催
政策討論会の開催
社会文教委員会協議会勉強会の開催
社会文教委員会協議会の開催
全員協議会の開催

26年 7月 14日

1地
域で

調査研究の経
過。結果 2 6年 7月 23日

26年 8月 4日

26年 9月 18日

26年 10月15日

2 6年11月20日

26年12月11日

26年12月17日

27年 1月 30日

27年 2月 16日

27年 3月 11日

27年 3月 20日

〔調査研究結果〕
1 「 飯田型」の小中連携 。

一
寅教育の推進にあたつては、 「地域」の関わりが重

要な位置付けとなることから関係する機関等と情報共有しながら、調査研究に取り

組んだ。
(1)市内現地視察 (竜丘小学校での実践状況)を 実施した。地域の人が講師とな
り、学習活動を実践している。
(2)県外先進地視祭 (茨城県つくば市)で は、小学校と中学校が離れた場所にあり
ながら、情報通信技術を用いて取り組んでいること、子どもの発達に応 じて、4・
3・ 2制 をとっていること、 「つくばスタイル科」を創設し、英語教育にも力をい

れていることを視察した。

3

社会文教委員会



所管事務調査報告書

(3)事業の市への梶言として、事業としては 「拡大」次の2点 を提言した。
|ア 「地域連携」の成果が、今

一つ見られないことから、その進捗状況も市民への

1広がりは小さい。推進の成果を測る新たな指標の導入など、事業の推進体制を整え

|つつ、さらに積極的に推進されたい。

|イ 子 どもを育てている世代 (PTA)の 参画を検討されたい。
(4)公 民館長会との合同研修会から、 「川路通学合宿」の取り組みは、地域の施

1設を利用することによつて地域と学校を結び付ける 「提案」が、関係者の手によつ

て練り上げられ、家庭の教育というものに、公民館、学校が入つていくことを実践
した革新的な事例である。

十
~方 、意見交換の中で、学校と地域の関係は現状では 「閉じた学校」との印象があ

|るとの意見もあつた。 (保護者 (PTA)が主体)

1言魔奮桝曇で重ど歩空う管ラ盈畠宮準置医食盤済斧馨採法8こ
1区以外)事 例にも見られる。
|

12 2年 間の活動を踏まえ、 「地域で子どもを育てるには」と

|とめ、議会として市長へ手交する。

|

ことが大切であり、
とが、他の (川路地

して、政策提言をま

4



所管事務調査報告書

委員会名  1              社 会文教委員会

調査研究テーマ 1公共施設におけるバ リアフリ
ー化の推進及びユニバーサルデザインの導入について

F、 「文化会館においてすべての人が舞台へ上がれ
Jされ、これを受け、委員会としても 「公共施設の

うに合致 したバ リアフリー化の推進及びユニバーサ
:が重要である。加えて既存施設において、同様の

1改善への対応はどのような現状にあるか」調査することとした。

|〔課題整理〕

(1)既存の施設、及び、新 ・改築が、予定もしくは進められている施設のバ リアフ

用と施設の維持の観点から、将来展望をどのよう

ミの実施

|        (文 化会館、飯田市公民館、鼎公民館 ・鼎文化センター)
:会の開催
i年度実績評価)

1会協議会の開催
1年度実績評価)
「して市へ提言

公民館 ・鼎文化センターのバ リアフリーの状況に

リ ー化されていない箇所が散見された。

おいて市から説明を受けた。

の2点 を行つた。
1ついては、複数の施設の個々の在 り方や再編成も
二を鑑みるなかで研究を急がれたい。

なヽい現状 (箇所)は 、早急に解決されたい。

1本 テーマについて調査研究を終了する。今後
:認していく。

|

5



所管事務調査報告書

委員会名 社会文教委員会

調査研究テーマ 1元気で長生きできる 「健康寿命延伸都市」を目指 して
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調査研究の経
過・結果

〔課題整理〕
1 介 護保険制度の改正関連 ・国保税条例等議案の審査から
ア 少 子高齢十ヒが

一段と進む中、高齢層の増加による医療費の上層などに
どう対応 していくか

2 議 会報告会から
ア 退 職後の男性の社会 ・家庭への参加の難しさ
イ 市 が進める介護予防教室等に対する長い支援を求める声
ウ 病 気になったり介護が必要となつたりした時に支える仕組みや
社会づくりをより確かなt)のにしていくことも欠かせない

〔取組経過〕
平成25年7月 3日 県 外先進地視察の実施

(広島県尾道市の尾道市民病院の取り組みについて)
26年 3月 8日  社 会文教委員会の開催

(介護保険制度の改正に関し、所管事務調査とする)
26年5月 9日 社 会文教委員会協議会勉強会の開催
26年6月 13日 社 会文教委員会の開催

(介護補年制度の改正に関し、意見書の提出について審査)
26年6月 20日 26年 第 2回定例会において、 「介護保険制度の運用に

関する意見書」を議決。関係機関へ意見書を送付。
26年10月1～ 8日 議 会報告会の開催

(分科会のテーマ 「元気で長生きできる 「健康寿命延伸都市」を
目指して」)

26年11月20日 社 会文教委員会協議会勉強会の開催
26年12月11日 社 会文教委員会協議会の開催
26年12月17日 社 会文教委員会協議会の開催
27年1月30日 政 策討論会の開催
27年2月 16日 社 会文教委員会協議会勉強会の開催
27年3月 11日 社 会文教委員会協議会の開催
27年3月 20日 全 員協議会の開催

〔調査研究結果〕
2年 間の活動を踏まえて、今後の人口減少、高齢社会に向けた提言を委員会として

まとめ、 「だれもが元気で長生きできるまちを目指して」として、議会として市長
へ手交する。
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